
○岡田議長 次に、安達議員。

〔安達議員質問席へ〕

○安 達議 員 会 派信 風 の安達 卓是 です 。今日 いみ じくも って いう

んで すか 、３人 目に な りまし たの で、 ３人目 の質 問とい うこ とで

お聞き願ったらと思います。

今 日６ 時頃か らで す か、ニ ュー スを いろい ろラ ジオや テレ ビで

見て おり まして 、米 子 地方の 最高 温度 ３０度 とい うよう なこ とを

言っ てま した。 久々 か なと思 って おり ます。 若干 涼しさ も感 じる

わけ です が、ま だま だ 暑さは 続く かな と思い なが ら、こ の夏 、６

月頃 から ですか 、熱 中 症がし ょっ ちゅ うテレ ビ、 新聞に 報道 され

るの を見 て、住 民の 健 康保持 と熱 中症 対策に つい て、日 頃か ら熱

中症 予防 、その 対策 の 現況や 取組 につ いて担 当部 局に考 え方 をお

聞き した いと思 いま す 。聞く に当 たっ ては、 年齢 を世代 別に 分け

なが ら、 例えば 高齢 者 などへ の対 応に ついて はど のよう に考 えて

おら れる か。そ して 、 その中 で熱 中症 予防対 策と して、 まず は、

予報 の中 でいろ いろ 出 てくる んで すが 、環境 省は 市町村 に向 かっ

て、 どの ような 情報 を 提供し てい るの か、ま たそ れを受 けて 本市

はど のよ うな地 域住 民 に対し て広 報し てるの かを お聞き した いと

思いますので、よろしくお願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 環境省 の広 報内 容につ いて でござ いま すが、

熱中 症対 策は厚 生労 働 省と環 境省 が中 心的な 役割 を担っ てお りま

して 、厚 生労働 省は 熱 中症予 防や 健康 被害を 防ぐ ための 普及 啓発、

リー フレ ットの 作成 等 を行っ てお りま す。環 境省 は暑さ 指数 の提

供や 熱中 症予防 サイ ト の運営 、熱 中症 警戒ア ラー トの発 表な どを



通じ まし て、熱 中症 の 危険性 に関 する 情報発 信を 行って おり ます。

本 市に おきま して は 、環境 省が 発表 する熱 中症 警戒ア ラー ト等

の状 況に ついて 市ホ ー ムペー ジに 掲載 をいた しま して注 意喚 起を

行っ てお り、初 回の 熱 中症警 戒ア ラー ト発表 時に は、防 災無 線で

の注意喚起を行っているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 こ のよ う なこと で住 民へ の広報 、予 防喚起 をし てる

んだ ろう なと思 って ま す。こ のこ とを 翻って 考え れば、 熱中 症に

つい てよ く聞か され る のが、 災害 級の 暑さだ とか 、災害 級の 環境

が今 広ま ってる とい う ような こと を聞 かされ ます 。もう 一つ 言い

ます と、 これが ９月 １ 日の夜 ９時 のＮ ＨＫニ ュー スで、 熱中 症は

命に 関わ るもの で、 服 装など に十 分気 をつけ て、 風通し のよ いも

のを 着用 するよ うに と いう呼 びか けを かなり 強め に、ま た強 調し

てい たよ うに思 いま す 。その よう に予 報のと きか ら命に 関わ るも

のと いう 必ず形 容詞 が 出てく るわ けで して、 その 辺を住 民と して

聞い てお って、 担当 課 の広報 とか を十 分に把 握し ながら 対策 、自

分なりに健康保持をしておるかなと思っておるわけです。

そ して 、お聞 きし ま すけれ ども 、こ の高齢 者な どの対 応の 中で、

特に 熱中 症の疑 いで 救 急搬送 を見 る、 また聞 いた りする わけ です

けれ ども 、高齢 者の 搬 送が多 いよ うに 聞くわ けで して、 高齢 者な

どに 対し てどの よう に 対応さ れて いる のか。 こな いだこ の質 問を

聞く に当 たって 、西 部 広域の 消防 局の ほうに 問い 合わせ まし たら、

かな り、 毎日の よう に って言 った ら、 当時で すが 、搬送 があ りま

すよ とい うこと でし た ので、 デー タ等 も取り 寄せ ました ので 、そ

のこ とを 共有し なが ら このこ とに 対す る答弁 をお 願いし たい と思



います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 高齢者 など への 対応に つい ては、 民生 委員

や在 宅福 祉員や 地区 担 当保健 師に よる 戸別訪 問、 また健 康相 談、

公民 館で の運動 教室 な ど、様 々な 機会 を捉え まし て、啓 発チ ラシ

やう ちわ を配付 し、 水 分補給 の必 要性 などの 注意 喚起や よな ご涼

み処 の周 知を行 って い るとこ ろで ござ います 。ま た、広 報よ なご、

ホー ムペ ージ、 自治 会 班回覧 に加 えま して、 民放 の情報 発信 番組

にお きま して保 健師 が 熱中症 予防 の呼 びかけ を行 うなど 、様 々な

手法 を活 用しま して 市 民の皆 様へ の周 知・啓 発に 努めて いる とこ

ろでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 先 ほど も 言いま した よう に、西 部広 域の消 防局 に伺

って 、こ れが令 和３ 年 から搬 送の 件数 をいた だき ました 。細 かく

分析 する 前に、 この 件 数を聞 いた 中で 、米子 地域 の住民 の搬 送は

どう だっ ただろ うか と か、年 齢区 分は どうい う分 析がで きる かな

と思 いつ つ、全 体値 を 聞かせ ても らい ました 。７ 月末ま での 合計、

令和 ３年 から今 年の ７ 月末ま で 1,１ １ ２ 件 と い う ふ う に 聞 い て お

り ま すが 、この 情報 を 共有化 して いき たいと 思い ます。 大体 、米

子市 、こ れは大 まか な 数字の 捉え です けれど も、 ８割ぐ らい かな

と思 うと 、 1,１ １ ２ 件 の ８ 掛 け で ７ ８ ０ 件 ぐ ら い 。そう する と、

８０ ０件 ぐらい が米 子 在住者 、関 係者 の搬送 だっ たのか なと 思っ

たり しま す。そ うい う ことで 、年 々、 これを 見る 限り年 次的 に搬

送件 数は 増えて るか な と思っ てま すの で、予 防な りを十 分や って

いた だき ながら 、個 人 もその 環境 によ く合う ため の環境 整備 をせ



ないけんなと思います。

そ して 、次の 質問 に 行きま すが 、こ の日頃 の熱 中症予 防の 現況

と取 組の 中で、 高齢 者 以外の 要支 援者 などの 対応 とか、 また 就学

前の 子ど もたち 、ま た 低学年 の幼 年期 の子ど もた ちへは どの よう

に対 応し てるの かを お 聞きし たい と思 います ので 、よろ しく お願

いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 要支援 者な どへ の対応 につ いてで ござ いま

すが 、昨 年度よ り年 度 当初に 庁内 の関 係課で 熱中 症対策 担当 者会

議を 開催 してお りま し て、環 境省 によ る熱中 症警 戒アラ ート 等が

発表 され た際の 対応 に ついて 、あ らか じめ協 議を し、共 有を して

いる とこ ろでご ざい ま す。熱 中症 警戒 アラー トが 発表さ れた 際に

は、 障が い者支 援課 な どの担 当課 から 関係機 関に 対しま して 適宜

情報 提供 をして 、注 意 喚起を 行っ てい るとこ ろで ござい ます 。幼

年期 への 対応に つい て でござ いま すが 、要支 援者 などの 対応 と同

様に 、熱 中症警 戒ア ラ ート等 が発 表さ れた際 には 、担当 課か ら保

育施 設や 小学校 に対 し まして 適宜 情報 を提供 し、 注意喚 起を 行っ

ているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 担 当課 か らそれ ぞれ 学校 とか保 育施 設への 呼び かけ

をさ れて るとい うこ と をお聞 きし まし た。も とも と本来 、そ うい

った 学校 とか保 育施 設 でも独 自の 対応 をして おら れると 思い ます。

自分 のと ころの 子ど も 、小学 生や 保育 園に通 って る子、 我が 家に

もお るわ けです けれ ど も、見 る限 り、 自分の 子ど ものと きの 保育

施設 に送 迎して たと き とは違 って 、ほ ぼほぼ 、見 てると 、保 護者、



母親 、父 親です けれ ど も、車 に乗 せて エアコ ンし っかり かけ て、

学校 や、 特に保 育園 に は送り 込ん でる なと思 って おりま す。 それ

が安 全か なと思 いつ つ 、自分 の時 代と は変わ って いるな とい うこ

とを つぶ さに感 じる こ とがあ りま す。 特に小 さい 子は、 よく 言わ

れま すけ れども 、自 分 たちは 、私 、身 長が１ メー トル７ ０弱 です

けれ ども 、１０ ０セ ン チぐら いの 幼児 だった ら、 地面か らの 輻射

熱を 浴び やすい とい う 環境に いる んだ という こと を保護 者、 そし

て社 会の 皆さん はよ く 知って ほし い、 そうい うこ とを環 境の 中で

知っ てほ しいと いう こ とを言 われ ます ので、 対応 をより 、我 々が

健康保持のために住民への呼びかけが必要かなと思います。

次 の質 問です が、 今 後この よう な暑 い夏が 続く 、まだ まだ 続く

と自 分は 思って おり ま すし、 予報 も、 １０月 頃の 予報ま で聞 いて

ます と、 まだ暑 さは 続 く。そ のよ うな 中で、 住民 の心身 の健 康保

持、 増進 を図る ため に 今後ど のよ うな 取組を 考え なけれ ばな らな

いの か、 またそ れを 、 取組を 教え てい ただき たい し、ま た市 内の

体育 施設 、社会 体育 施 設や地 域の 公園 、そう いっ たとこ ろを 健康

保持 のた めの取 組に 役 立てて は、 とい うもの であ ると思 って ます

ので 、ぜ ひその 辺の 見 解をお 伺い しま すので 、よ ろしく お願 いし

ます。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康増 進の 取組 につい てで ござい ます 。食

生活 、運 動習慣 、質 の よい睡 眠等 は健 康な体 づく りの基 本で あり、

熱中 症予 防にも 共通 し て大切 でご ざい ます。 現在 、各地 区公 民館

を中 心に 行って いる 健 康に関 する 講座 や運動 教室 、健康 相談 等の

機会 を活 用いた しま し て、熱 中症 の予 防法に つい ても広 く周 知を



図っ てい きたい と考 え ており ます 。あ わせて 、暑 くなる 前か ら暑

さに 慣れ る体づ くり を 行う暑 熱順 化に つきま して も引き 続き 周知

を図っていきたいと考えております。

本 市で は、公 民館 を 中心と した 運動 教室な ど、 様々な 機会 を活

用し 、健 康増進 に取 り 組んで いる とこ ろでご ざい ますが 、こ うし

た取 組に 加え、 各個 人 が継続 して 健康 増進に 取り 組んで いけ る場

とし て、 地域に ある 体 育施設 です とか 、公民 館施 設など の活 用に

ついても周知をしていきたいと考えております。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 先 ほど 言 われま した 答弁 の中に あり ました 暑熱 順化、

なか なか ふだん 聞き 慣 れん言 葉で すけ れども 、自 分もこ の年 齢で

すか ら、 よく小 さい と きに、 中学 校ぐ らいの とき からそ うで すけ

れど も、 特に部 活で す けれど も、 水を 飲むな って いうの は常 に先

輩か ら、 また顧 問か ら も言わ れて おり ました 。と にかく 水は 我慢

しろ と。 それを 飲ん だ らいか んぞ とい うこと で、 かなり 厳し く徹

底的 に言 われて きて 、 それが 普通 かな と思っ てま す。た だ、 今、

少年 野球 でも少 し教 え たこと があ りま すけれ ども 、とに かく 休ん

で、 休憩 を取っ て水 分 補給を と。 水分 補給も でき る限り その 子に

合っ たド リンク 内容 で すね、 そう いう ものを 飲ま せて休 憩す るよ

うにということだと思います。

た だ、 この暑 熱順 化 を自分 で考 えた ときに 、確 かに、 さっ きも

言い まし たよう に、 自 分の時 代は 水を 飲むな 、飲 んだら いか んぞ

とい うこ とを徹 底的 に 言われ たも んで すから 、飲 むこと をす ごく

ため らう んです ね。 そ して、 自分 が感 じたこ とが 、つい 今年 の夏

でし たけ れども 、多 分 これ体 がお かし いなと 思っ たのが 、両 足の



けい れん が少し あり ま した。 それ も夏 暑いと きに 仕方な くて 草刈

りを しま したけ れど も 、その とき のイ メージ から すると 、こ れが

熱中 症か なとい うこ と を感じ てお りま した。 その ために 予防 は十

分し なき ゃいけ ない し 、今、 担当 の課 の部長 から 言われ まし たけ

れど も、 そうい うこ と を各自 もふ だん から考 えと かない けん な、

また それ を対応 しな き ゃいけ ない 、そ れが予 防策 だなと 思っ てお

ります。

次 にで すけれ ども 、 体育施 設や 公園 などの 施設 ですね 、体 育施

設や 公園 施設な どを 利 用した 健康 増進 の取組 につ いてお 聞き した

いと 思い ます。 我々 も 実は会 派で 研修 したと ころ に、公 園に 通え

る公 園施 設とい うと こ ろを学 んで 帰り ました 。そ ういっ た体 育施

設の 暑さ 対策や 利用 者 への周 知、 告知 などを どの ように 対策 を取

り組 み、 住民向 けに 住 民サー ビス の提 供して いる かお聞 きし たい

と思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市の スポ ーツ 施設に おけ る暑さ 対策 とい

たし まし ては、 市民 球 場や陸 上競 技場 への製 氷器 の設置 、そ の他

の一 部の 施設に つき ま しては 大型 扇風 機の設 置と いった 対策 を講

じて おり ます。 淀江 球 場のベ ンチ には 、要望 いた だきま して 、本

年８ 月に 大型扇 風機 を 設置し てご ざい ます。 あわ せまし て、 施設

を利 用さ れてい る方 が 体調不 良と なっ た際の 休憩 場所と いた しま

して 、各 施設の 会議 室 や事務 室な ど空 調を完 備し てる部 屋を 使っ

てい ただ いてお りま す 。空調 を完 備し ている 部屋 のない 東山 庭球

場使 用者 の対応 とい た しまし ては 、近 くの陸 上競 技場の 会議 室を

休憩 場所 として 使用 し ていた だく こと ができ る旨 の御案 内を して



おります。以上です。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 今 、担 当 局長か ら答 弁し てもら いま したで すけ れど

も、 野球 がって いう こ とをさ っき も言 いまし たで すけれ ども 、少

年野 球の 関係者 から 、 淀江球 場を 利用 したと きに 、ベン チに 扇風

機が あっ て、欲 しい な という こと を言 われま した 。とい いま すの

は、 ちょ うど私 も、 こ ないだ 地方 紙に も地域 のリ ーグ戦 の結 果が

出て まし たけれ ども 、 惨敗し まし た。 そのと きの 試合が ２時 間ち

ょっ との 試合時 間で し たけれ ども 、隣 の町の 施設 を使っ て、 ベン

チに ２時 間ちょ っと い ました 。そ の際 に、自 分は 打つ、 走る 、投

げる はで きませ んけ れ ども、 コー チャ ーズボ ック スに入 れば ２時

間ち ょっ とは耐 えら れ るわけ でし て、 そうい う試 合経過 見て る中

で、 そこ の施設 には 大 型扇風 機が 設置 してあ った んで、 タイ ミン

グを 図っ て、先 ほど 答 弁にあ りま した ですが 、ベ ンチに 、淀 江球

場に はな いよう です が 、どう です かと 要望か けた ところ です 。ぜ

ひそ うい った施 設に は 、これ から もそ うです けれ ど、ま だ、 さっ

きも 言い ました よう に 暑さが 続く とい うこと なら ば、ま だま だ施

設の とこ ろの暑 さ対 策 を十分 に設 備を 備えて 、か なえて もら いた

いと 思う 次第で す。 そ ういう とこ ろを 市の公 共施 設の設 置者 とし

て、ぜひぜひ見てもらえばと思います。

先 ほど 細かい とこ ろ の会議 室の 利用 も教え ても らいま した です

けれ ども 、こう いっ た ところ を利 用し ながら 、暑 さもこ の夏 まだ

続く と思 います ので 、 利用を して いっ て、個 人の 、また 皆さ んの

体育 や、 そうい うこ と によっ て健 康保 持を高 めて いきた いと 思い

ます。



続 いて 、次の 質問 で すけれ ども 、小 中学校 の登 下校や 部活 動の

熱中 症に 対する 指導 な どにつ いて お聞 きした いと 思いま すの で、

よろしくお願いします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 小中 学 校の登 校時 、あ るいは 部活 動時の 熱中 症指

導に つい てでご ざい ま す。現 在、 各小 学校で は、 国や県 教育 委員

会か ら通 知され まし た ガイド ライ ンや チェッ クリ スト等 を参 考に

しま して 、小ま めに 休 憩を取 り、 水分 補給や 体調 を適宜 確認 する

こと など 熱中症 の対 策 に取り 組ん でお ります 。登 下校に つい てで

すけ れど も、小 学校 に おきま して は、 登下校 の際 に気を つけ るこ

とと しま して、 先ほ ど のチェ ック リス トを参 考に した指 導を 行っ

てお りま す。例 えば 適 宜休憩 や水 分補 給を行 うこ とです とか 、帽

子を 活用 したり 、風 が 通りや すく て汗 をかい ても 蒸れに くい よう

な服 装、 こうい った も のを選 ぶな どの ことを 指導 してお りま す。

また 、中 学校で は、 体 操服の まま で登 校でき る期 間を設 ける など、

それ ぞれ の発達 段階 に 応じま した 対策 を講じ てい るとこ ろで ござ

います。

ま た、 部活動 につ き まして は、 熱中 症リス クが 高いこ とか ら、

令和 ６年 ４月に 策定 し ました 米子 市立 中学校 部活 動の在 り方 に関

する 方針 におき まし て 、熱中 症予 防運 動指針 を示 しまし て注 意喚

起を 行っ ており ます 。 各学校 では 、方 針に沿 って 暑さ指 数を 確認

した 上で 、小ま めな 水 分補給 や生 徒へ の声か け、 休憩時 間の 確保、

ある いは 熱中症 対策 、 様々に 講じ なが ら活動 して いると ころ でご

ざいます。

○岡田議長 安達議員。



○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 こうい った ことの 答弁 いた

だい た中 で、自 分も 感 じたの は、 傘、 日傘も 小学 生の低 学年 には

必要 かな と思っ たり し ます。 なぜ こん なこと 言い ますか とい いま

すと 、我 が家の 、先 ほ ど言い まし たよ うに、 小学 生がい るわ けで

すけ れど も、１ 年の と きにか な、 ２年 になっ てし まった のか 忘れ

まし たが 、雨の 降る 日 に傘を って 言い かけた とこ ろが、 私の 家族

に私 に対 して一 番き つ い言葉 を言 って くる女 性が いるわ けで すが、

言っ ては いけん とい う ことで した 。な ぜかと いい ますと 、学 校で

１年 生に は傘を 差さ な いこと がい いこ とだと 。ま だ筋力 が十 分備

わっ てな いから 、１ 年 生のと きに は傘 をとい うこ とを学 校で は勧

めて ない んだよ 、そ れ をあな たが 言っ たら、 また 子ども の何 とか

が間 違っ てると いう こ とを、 これ は笑 いにな りま すが、 言わ れま

した 。学 校にも 問い 合 わせた ら、 やっ ぱりそ うで すと。 まだ 筋力

がし っか り発達 して な いとき には 傘は 勧めな いん だとい うこ とで

すの で、 日傘は いい か なと思 いま すの で、そ れは 考慮し てや って

もらえればと、お願いします。

学 校の 様子を 見て て 一番あ った のが 、こな いだ のニュ ース ばか

りを 言い ますけ れど も 、都内 の学 校で は教室 の中 に小さ な冷 蔵庫

を置 いて 、首周 りの 保 冷剤を 冷や して て、そ れを 使わせ てる と。

そう いう ような こと も 対応と して やっ てるん だと いうこ とで あり

ます ので 、また そう い うこと も暑 くな る前の 予防 ですの で、 ぜひ、

教育 長に 今答弁 いた だ きまし たが 、ま た考え てい ただけ れば と思

います。

さ らに 、次の 質問 い たしま すけ れど も、教 育委 員会で 教育 現場

とし て、 児童生 徒、 そ して教 職員 に対 する健 康対 策はど のよ うに



図っ てお られる かお 聞 きした いと 思い ますの で、 よろし くお 願い

します。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 教職 員 や児童 生徒 に対 するこ うい った健 康対 策に

つい ての お尋ね でご ざ います 。先 ほど 児童生 徒へ の指導 につ いて

は登 下校 のこと を述 べ まして 、同 様な 対応を 取っ ており ます 。教

室内 にお いても 水分 補 給をし っか りす るよう にと か、子 ども たち

の様 子を 見て健 康状 態 がおか しけ れば 声かけ をす るとい うこ とは

繰り返しております。

一 方の 教職員 の健 康 管理で すけ れど も、労 働安 全衛生 法に 基づ

きま して 、校内 の安 全 衛生管 理体 制を 整備し まし て、教 職員 が教

育活 動に 専念で きる 労 働環境 の確 保と その充 実に 努める よう に校

長の ほう に指導 をし て おりま す。 また 、今年 ６月 に国の 労働 安全

衛生 規則 が一部 改正 さ れまし て、 職場 におけ る熱 中症対 策の 体制

整備 、対 応手順 の作 成 、関係 者へ の周 知が義 務づ けられ たこ とか

ら、 学校 は教職 員の 熱 中症対 策に つい て、児 童生 徒と同 様に 、小

まめ な水 分補給 や適 切 な休憩 時間 の確 保など に努 めてい ると ころ

でございます。

教 育委 員会と しま し ては、 引き 続き 、児童 生徒 だけで なく 、教

職員 にと っても 快適 な 労働環 境を 提供 できる よう 努めて まい りた

い、このように考えております。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 いろい ろ考 えて、 子ど もた

ち、 また 職場の 環境 も 整備さ れて いか ないけ んし 、それ は毎 日の

課題 、整 備され なけ れ ば課題 かな と思 って聞 かせ てもら いま した。



我々 もこ ういう 職場 に います し、 そう いった とこ ろで、 皆さ ん、

職員 のこ の暑さ 対策 と いうの はど うか なと思 って みたり して おり

ます 。必 ず心身 の健 康 を損な わな いよ うにや って いただ けれ ばと

思います。

次 のこ とです けれ ど も、私 、７ 月頃 だった です か、私 の知 り合

いか ら、 市内の 学校 の 、特に 小学 校を 中心に 、部 屋によ って はま

だエ アコ ン未整 備の 部 屋、教 室が ある んじゃ ない か、そ の辺 はど

うか 、ち ょっと 現況 を 聞いて くれ ない かとい うこ とを言 われ まし

た。 その 時点で は、 特 に大規 模校 の一 、二校 だっ たでし ょう か、

教室 の中 には未 整備 が ありま すと いう ような こと を報告 を受 けま

した 。そ ういう 中で さ らに日 が進 んで おりま して 、こう いっ た学

校の エア コンの 未整 備 のとこ ろ、 学校 施設の 今後 のスケ ジュ ール

や取組についてお聞きしたいと思います。

あ わせ て、こ の中 身 として は、 体育 館や特 別教 室への 今後 のス

ケジ ュー ル感、 整備 の スケジ ュー ルに ついて 詳し くお聞 きし たい

と思 いま す。我 々、 美 保中は 、中 学校 はたし か体 育館は 送風 だけ

はで きる ように は思 っ ており ます が、 エアコ ンは ないよ うに 思っ

てお りま す。そ うい う 意味で 、市 内全 体の学 校の 未整備 のと ころ

の今 後の スケジ ュー ル をお聞 きし たい と思い ます ので、 よろ しく

お願いします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 小中 学 校の教 室の エア コン整 備に ついて でご ざい

ます が、 現在の 状況 は 、全て の普 通教 室のほ うに はつけ てお りま

すし 、そ れから 特別 教 室の中 でも 音楽 室や図 書室 、職員 室や 校長

室、 こう いった とこ ろ にはつ けて おる とこで ござ います 。一 方で、



体育 館で すとか 、理 科 室、図 工室 など 、そう いっ た特別 教室 につ

いて は現 時点で エア コ ンは設 置し てお りませ んけ れども 、今 後引

き続 き整 備に向 けて 検 討して いき たい という ふう に思っ てお りま

す。 いろ いろ教 育現 場 も充実 させ なき ゃいけ ない ことが あり ます

ので 、こ の特別 教室 の エアコ ン設 置に つきま して は、教 育施 設全

体の 中で 課題が 多く あ るわけ であ りま すけれ ども 、優先 度を 総合

的に 勘案 しなが ら整 備 を進め てい くと いうふ うに してお ると こで

ございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 予 算も 十 分措置 をし なけ れば、 未整 備なと ころ の整

備っ てい うのは つな げ なけれ ばい けな いこと を十 分理解 しま す。

ただ 、そ ういう 状況 が ずっと 続く とい うこと をぜ ひ、こ れか ら未

整備 なと ころは 整備 し てもら えば と思 います ので 、ここ んと ころ

は強 く要 望して おき た いと思 いま すの で、よ ろし くお願 いい たし

ます。

○岡田議長 いいですか。

○安達議員 替わります。

○岡田議長 じゃあ、すみません。

暫時休憩いたします。

午後０時０１分 休憩

午後１時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

安達議員。

○安 達議 員 質 問項 目 の２点 目に 入り たいと 思い ますの で、 よろ



しく お願 いしま す。 こ こに掲 げま した んです けれ ども、 精神 障が

い者 の高 速バス 料金 や ハイヤ ー、 タク シーの 運賃 割引に つい てと

いう項目を上げました。

こ のこ とにつ きま し ては、 事前 にヒ アリン グや その前 もあ って

です けれ ども、 担当 の 方と相 談し たの は、６ 月の 県議会 で議 会質

問や 平井 鳥取県 知事 の 答弁の 内容 が新 聞記事 に載 ってま して 、そ

のこ とが 今回の 私の 質 問項目 を上 げた 理由の 大き な背景 です 。こ

この 部分 で、県 家連 の 会員さ んと もい ろいろ 聞か せても らう 状況

にも あっ たんで すが 、 なかな か本 人さ んと会 って はもら える 時間

がなくて、電話連絡が主だったです。

そ れと 、県の 担当 課 に問い 合わ せる んです が、 なかな か自 分の

理解 力が 不足し たの か 分から なく て、 今日ま で、 ちょっ とこ の内

容の 肝の 部分が 分か り づらい とこ ろが ありま した が、や っと 一昨

日で すか 、市の 担当 課 長から 、具 体的 な情報 で、 ここを 知っ てく

ださ いと いうの で教 え てもら った ので 、この 質問 に入ら せて もら

います。

こ の質 問に入 る前 に 、一つ お聞 きし たいの は、 市の役 割と か聞

く前 に、 市の在 住者 で ３つの 障が い者 の方の 手帳 交付の 数を 先に

教えてもらったらと思うんですが、よろしくお願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ３つの 手帳 の交 付数に つい てでご ざい ます

が、 令和 ７年３ 月３ １ 日現在 で精 神障 害者保 健福 祉手帳 が 1,９ ７

３ 人 、 身 体 障 害 者 手 帳 が 4,８ ９ ８ 人 、 知 的 障 が い の 方 に 交 付 い た

しま す療 育手帳 が 1,２ ９ ３ 人 の 方 へ 交 付 し て い る と こ ろ でご ざい

ます。



○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 こうい った 人数、 約 6,３ ０

０ 人 に な る の か な と 思 っ て お り ま す。 中には 手帳 を両方 の障 がい

で交 付さ れてる 方も あ るかも しれ ませ んが、 約 6,３ ０ ０ 人 の 方 の

中 で 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手帳 を所 持さ れてい る方 が、先 ほど あり

ましたように約 2,０００名の方ということですね。

そ れで 、この 県議 会 で質問 答弁 され た内容 のこ となん です が、

なぜ この 精神障 がい の 方に割 引の 制度 がない のか ってい うの をい

ろい ろ聞 かせて もら う ところ で、 ３つ の今、 手帳 交付さ れた 方の

それ ぞれ の中で 特に 精 神障が いの 方は 、この 割引 制度が 非常 にほ

かの ２つ に比べ たら 遅 れて制 度化 がさ れつつ ある という ふう なこ

とが 自分 の中で 少し 分 かった かな と思 います 。ま だまだ 身障 の方

や知 的障 がいの 方の 制 度化よ り遅 れて しまっ たこ ともあ って 、割

引のことに近づいてないということが分かりました。

ま た、 最近に なっ て 、ＪＲ さん が今 年の４ 月１ 日以降 に割 引を

され 始め たんで 、直 近 の場面 でい うと 、そう いう ことが 少し ずつ

制度化が充実していくのかなと思っております。

そ うは いって も、 県 家連の 方か らの 質問や いろ んな話 、要 望を

聞く 中で 、元に 返っ て 、課題 と精 神障 がい者 の高 速バス 料金 やハ

イヤ ー、 タクシ ーの 割 引支援 につ いて 、課題 と支 援事業 の取 組に

ついてお伺いしたいと思うんです。

先 ほど 言いま した よ うに、 県の ほう のそう いっ た県議 会の やり

取り や県 の担当 者に 情 報をお 聞き する んです が、 なかな か分 かり

づら いと ころあ りま す が、こ うい った 制度が 取り 上げら れ、 その

後、 当事 者の該 当す る 方や家 族会 の方 、そし て、 県内の バス 事業



者と の意 見交換 の場 が 設けら れて いる か、そ の辺 も含め て現 況を

教えていただきたいと思いますが、よろしくお願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 意見交 換の 会議 の状況 でご ざいま すけ れど

も、 鳥取 県障害 福祉 課 に確認 をし まし たとこ ろ、 令和７ 年７ 月、

鳥取 県精 神障害 者家 族 会連合 会、 県内 のバス 事業 者、中 国運 輸局

鳥取 運輸 支局な どの 関 係行政 機関 が参 加をし ての 意見交 換会 が開

催さ れた とのこ とで ご ざいま す。 意見 交換会 にお いては 、高 速バ

ス、 タク シーの 割引 に ついて 議論 がさ れて、 高速 バスに つい ては、

一部 路線 におい て精 神 障がい の方 に対 する５ 割引 きが適 用さ れて

いる こと が報告 され 、 引き続 き情 報共 有を適 切に 図って いく とい

う概要であったと伺っております。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 今 、部 長 からお 答え をい ただい たん ですが 、一 部路

線に おい て割引 が適 用 されて いる とい うこと が分 かりま した と。

これ から も引き 続き 情 報共有 をし たい という 答弁 内容だ った とい

うふうに思ってます。

こ の一 部路線 はど こ かなと 思っ て、 再度担 当の ほうに 聞き まし

た、 今日 までで すね 。 そした ら、 鳥取 －広島 間だ という ふう に聞

いた んで すが、 それ で 、よく よく 聞く と、こ こは 単独路 線だ とい

うふ うに 聞きま した 。 いろい ろ広 島へ の、私 もバ スでい ろい ろ公

務出 張を したこ とも あ ります が、 県内 の２事 業者 が並行 して 広島

に行 った りする 路線 で もあり ます が、 そうい った ところ はな かな

か割 引の 制度化 が充 実 して、 県家 連の 方に言 わせ ると、 充実 して

ない とこ ろもあ りま す よとい うふ うに 聞きま した 。です から 、単



独路 線が まずし やす く なって るん じゃ ないか と思 ったり して いる

ところです。

そ うは いって も、 割 引とい うこ とに なると 、よ くよく 聞い てい

ます と、 事業所 がそ の 割引を 負担 して いると いう ことと 、値 上げ

に今 度は 跳ね返 る可 能 性もな くは ない 。とな ると 、利用 者全 体に

及ぼ す影 響も大 きい と いうふ うな こと もしっ かり 捉まえ てお かな

いと とい うふう なこ と も聞か され まし た。確 かに 行政と 、県 なら

県と この 事業所 がよ く よく意 見を 調整 して、 利用 者さん の、 障が

いが ある 方への 利用 サ ービス を広 める ことを やる にして も、 その

割引 した 額の財 源補 填 は、誰 がど のよ うにす るの かをし っか り捉

まえ てや らない と事 業 の運用 がで きな いのか なと 思った りし てお

りま す。 自分の 知っ た 状態は そこ です 。かと いえ ども、 そう はい

って も、 この障 がい 者 の方へ の割 引利 用をさ らに 市の役 割と して

どの よう に考え てお ら れるか 、そ の辺 をお聞 きし たいと 思い ます。

つま りタ クシー 利用 割 引とか の取 組、 そして 、関 係団体 との やり

取り につ いて伺 いた い と思う んで すが 、タク シー 利用割 引に つい

て、 市の 支援や サポ ー トとい った よう な取組 の状 況をま た今 後も

含め て関 係団体 との コ ミュニ ケー ショ ンの取 り方 、そう いっ た内

容は どの ように 理解 し ておら れる かを お伺い しま す。よ ろし くお

願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 取組に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、精

神障 害者 保健福 祉手 帳 の交付 を受 けて いる方 には 、タク シー 運賃

の割 引が ないた め、 家 族会な どの 当事 者団体 が県 に要望 され てい

るこ とは 承知を して い るとこ ろで ござ います が、 割引の 実施 に当



たり まし ては、 県内 全 体での 取組 にな ること 、運 送事業 者の 理解

と協 力が 不可欠 であ る と考え てお りま して、 鳥取 県が開 催し てお

られ ます 意見交 換会 の 検討結 果を 注視 してい きた いと考 えて おり

ます。

本 市に おきま して 、 家族会 など の関 係団体 との 意見調 整で すと

かに つき まして は、 高 速バス 料金 やタ クシー 運賃 割引に 関す る意

見交 換会 という こと は 行って はお りま せんけ れど も、関 係団 体と

の意 見交 換とし て、 米 子市障 がい 者計 画の実 施状 況など の確 認の

場で すと か、生 活の 中 での困 り事 や要 望など を聞 き取る 場と して、

個別にヒアリングの機会を設けているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 私 が聞 い たその 県家 連の 方の話 も含 めて、 なか なか

こう いっ た行政 と関 係 団体、 事業 所を 含めて 意見 調整が 十分 にま

だま だ図 られて ない し 、そう いっ たと ころの 要望 が強い かな と思

って おり ます。 本市 の 取組を さら に深 めてい ただ きたい と思 うと

ころ は、 こうい った 制 度がな かな か遅 れてい る精 神障が い者 への

支援 サポ ート、 こう い った移 動に 関わ る取組 をさ らに深 めて いた

だき たい という 要望 が 非常に 多く なり ますけ れど も、県 家連 の関

係者 、会 員の皆 さん の 話を聞 いて ると 、非常 にそ の辺が なか なか

現実 進ん でない とい う 現況を 知っ ても らいた いと いうこ とと 、知

って いた だいて 、さ ら に理解 を深 める ために 行政 への呼 びか けを、

また コミ ュニケ ーシ ョ ンを強 めよ うと 思って いま すので 、い ろい

ろサ ポー ト支援 をお 願 いしま すと いう ことは 聞か されま した ので、

行政 の皆 さんに その 辺 は十分 知っ てい ただい て、 この精 神の 障が

い者 の方 の制度 が少 し でも前 に、 一歩 でも二 歩で も前に 出る よう



に願 って やみま せん の で、こ のこ とを 思って 要望 に代え たい と思

いますので、よろしくお願いいたします。

以 上で 私の質 問を 終 わりた いと 思い ます。 あり がとう ござ いま

した。


